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前向きに導入に向けて検討する

インクルーシブ遊具の導入を

が
で
き
る
と
い
う
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
の
観
点
は
、
今

後
の
公
園
整
備
に
お
い
て
、

必
要
な
観
点
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
特
化

し
た
遊
具
を
設
置
し
て
い

る
公
園
は
な
い
が
、
相
見

の
西
屋
敷
公
園
（
ど
ん
ぐ

り
公
園
）
に
は
、
準
じ
た

幅
が
広
い
滑
り
台
や
車
イ

ス
で
遊
べ
る
高
さ
に
造
ら

れ
た
砂
場
を
設
置
し
た
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
を
中
央
公
園
に
導

入
で
き
る
か
。

来
年
度
の
中
央
公
園

の
整
備
の
中
で
、
駐

車
場
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

含
め
て
、
前
向
き
に
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
導
入

に
向
け
て
検
討
す
る
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
持
つ
親
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が

あ
る
と
安
心
で
き
る
と
話

さ
れ
て
い
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
の
見
守
り
事
業
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
特

化
し
た
支
援
事
業
は

な
い
が
、
徘
徊
高
齢
者
等

探
索
支
援
事
業
の
対
象
で

あ
る
知
的
障
害
者
等
に
、

適
用
で
き
る
。

問
題
点
は
。

子
ど
も
が
常
に
携
帯

す
る
も
の
と
し
て
は
、

適
当
と
は
言
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

利
用
者
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端

末
を
選
べ
る
制
度
な

ど
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

端
末
機
の
選
択
方
法
、

補
助
金
事
業
へ
の
変

換
な
ど
、
近
隣
市
町
で
の

動
向
に
注
視
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
も
参
考

に
、
利
用
し
や
す
い
事
業

を
研
究
し
た
い
。

 

文
部
科
学
省
は
増
加

し
て
い
る
不
登
校
の

総
合
対
策
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
そ

の
内
容
は
。

教
育
部
長
▼
不
登
校

に
よ
り
学
び
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

不
登
校
期
間
の
学
習

成
績
の
評
価
反
映
は

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
か
。

教
育
相
談
室
へ
通
う

児
童
生
徒
と
学
校
外

の
適
切
な
学
習
環
境
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
施
設
へ

登
校
し
た
場
合
は
、
出
席

扱
い
。
今
後
も
評
価
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

相
談
窓
口
の
整
備
な

ど
保
護
者
へ
の
支
援

の
今
後
は
。

児
童
生
徒
の
状
況
に

応
じ
た
社
会
的
自
立

の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
児
童
生
徒
及
び

家
庭
へ
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

と
は
、
体
に
障
が
い
の
あ

る
子
も
、
な
い
子
も
、
親

も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
遊
具
で
あ
る
。

本
町
の
認
識
と
設
置

状
況
は
。

建
設
部
長
▼
子
ど
も

は
、
遊
び
を
通
じ
て
、

身
体
や
精
神
、
情
緒
、
社

会
性
な
ど
様
々
な
能
力
を

成
長
さ
せ
る
。
誰
も
が
同

じ
場
所
で
、
楽
し
む
こ
と

新人  野
の

坂
さ か

 純
じ ゅ ん こ

子 議員

問答

問答Ｇ
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末
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選
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利
用
し
や
す
い
事

業
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問答問答不
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子どもの権利条例の具体化を

子どもの居場所は最重要課題

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

子
ど
も
の
居
場
所
は

最
重
要
課
題
。
子
ど
も
が

自
分
の
意
見
表
明
す
る
環

境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

消
防
水
利
の
基
準
は
。

消
防
長
▼
商
業
、
工

業
地
域
は
半
径
１
０

０
ｍ
、
住
宅
地
は
半
径
１

２
０
ｍ
以
下
の
設
置
。
消

防
水
槽
は
、
給
水
能
力
が

常
時
貯
水
量
40
㎥
以
上
。

消
防
水
利
の
充
足
率

は
。

80
％
。

防
火
水
槽
の
全
体
数

と
町
有
地
、
民
地
の

設
置
数
は
。

２
０
７
基
。
町
有
地

94
基
、
民
地
80
基
、

他
33
基
で
全
て
が
無
償
借

地
。

民
地
の
借
地
解
消
を
。

過
去
に
区
要
望
で
設

置
し
た
。
地
権
者
の

意
向
と
区
と
の
協
議
で
、

借
地
解
消
を
進
め
て
い
く
。

老
朽
化
し
た
防
火
水

槽
の
耐
震
化
整
備
を
。

非
耐
震
性
水
槽
66
基

は
引
き
続
き
点
検
。

新
規
設
置
は
耐
震
性
防
火

水
槽
を
整
備
し
て
い
く
。

河
川
愛
護
の
草
刈
り

が
高
齢
化
で
負
担
と

と
な
っ
て
い
る
。
現
状
は
。

建
設
部
長
▼
河
川
の

草
刈
り
は
、
河
川
愛

護
活
動
、
土
木
業
者
、
親

切
班
で
対
応
。
近
年
の
問

題
と
し
て
、
土
木
業
者
の

人
手
不
足
で
受
注
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。

市
街
化
と
調
整
区
域

の
川
役
の
不
公
平
感

の
解
消
を
。

１
人
当
た
り
の
草
刈

り
が
、
市
街
化
は
約

１
ｍ
、
調
整
区
域
は
約
40

ｍ
。
負
担
軽
減
の
た
め
、

管
理
道
路
の
舗
装
で
草
刈

り
面
積
を
少
な
く
す
る
。

河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
把
握
と
支
援
を
。

実
態
は
把
握
し
て
い

な
い
。
方
策
を
研
究
。

水
辺
に
親
し
む
取
り

組
み
の
た
め
、
尾
浜

川
に
親
水
ゾ
ー
ン
を
。

親
水
ゾ
ー
ン
設
置
の

手
法
等
を
検
討
す
る
。

幸
田
町
に
暮
ら
し
て

育
つ
子
ど
も
た
ち
の

最
善
の
利
益
の
保
障
は
。

住
民
こ
ど
も
部
長
▼

子
ど
も
に
最
も
よ
い

こ
と
は
何
で
あ
る
か
を
第

一
に
考
え
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
学

ぶ
機
会
と
、
声
を
聞

く
場
は
あ
る
か
。

子
ど
も
と
大
人
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。
高
校
生
・
中
学

生
が
子
ど
も
会
議
で
行
動

目
標
を
発
表
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
意
見
を
表

明
し
や
す
い
環
境
を
。

教
育
長
▼
児
童
会
、

生
徒
会
活
動
で
意
見

表
明
す
る
機
会
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
社
会

科
や
総
合
的
な
学
習
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

遊
び
や
体
験
の
場
、

中
高
生
の
居
場
所
な

ど
、
子
ど
も
の
権
利
条
例

の
具
体
化
を
す
る
施
策
を
。

丸
ま る

山
や ま

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員
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